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序

序

　
金
子
芳
雄
先
生
は
関
東
学
園
大
学
の
招
き
に
よ
り
同
大
学
の
法
学
部
新
設
に
尽
力
さ
れ
、
初
代
学
部
長
に
就
任
の
た
め
、
平
成
二
年
三

月
を
も
っ
て
選
択
定
年
で
御
退
職
に
な
っ
た
。

　
金
子
先
生
は
第
二
次
大
戦
直
後
戦
火
で
荒
廃
し
た
慶
感
義
塾
に
奉
職
さ
れ
、
以
来
実
に
四
十
年
の
長
ぎ
に
亙
り
、
研
究
・
教
育
と
学
校

行
政
に
精
根
を
傾
け
ら
れ
、
義
塾
の
復
興
お
よ
び
そ
の
後
の
発
展
と
歩
み
を
共
に
さ
れ
た
。
金
子
先
生
は
塾
法
律
学
科
の
憲
法
・
行
政
法

の
基
礎
を
築
か
れ
た
浅
井
清
先
生
が
初
代
人
事
院
総
裁
に
就
任
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
後
を
埋
め
る
べ
く
行
政
法
を
専
攻
さ
れ
た
。
特
に
、

イ
ギ
リ
ス
行
政
の
分
野
に
お
い
て
行
政
訴
訟
や
国
家
賠
償
さ
ら
に
は
行
政
裁
量
を
め
ぐ
る
基
礎
理
論
を
研
究
さ
れ
、
数
多
く
の
学
術
論
文

を
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
住
民
訴
訟
に
つ
い
て
の
ア
メ
リ
カ
法
や
我
国
の
判
例
研
究
を
ま
と
め
ら
れ
た
『
住
民
訴
訟
の
諸
問
題
』
（
慶
慮

義
塾
大
学
法
学
研
究
会
叢
書
、
昭
和
六
十
年
）
に
は
、
昭
和
六
十
一
年
、
義
塾
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
租
税
法
学
会
、
日
本
公
法
学
会
の
理

事
も
歴
任
さ
れ
、
我
国
行
政
法
学
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
後
進
を
育
成
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
先
生
は
昭
和
四
十
八
年
よ
り
実
に
十
五
年
間
に
亙
っ
て
慶
鷹
義
塾
体
育
会
理
事
を
お
務
め
に
な
り
、
義
塾
の
体
育
会
活
動
の
指

導
に
あ
た
ら
れ
、
数
々
の
名
選
手
を
育
て
、
体
育
会
学
生
の
敬
慕
の
念
を
一
身
に
集
め
ら
れ
て
お
ら
れ
た
。
先
生
は
海
軍
兵
学
校
在
学
中

に
第
二
次
大
戦
の
終
結
を
迎
え
ら
れ
る
と
い
う
生
粋
の
ネ
イ
ピ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
の
粋
で
ス
マ
ー
ト
な
ダ
ン
デ
ィ
ー
ぶ
り
は
慶
慮
義
塾
在
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任
中
に
い
よ
い
よ
磨
ぎ
が
か
げ
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
．

　
関
東
学
園
の
松
平
理
事
長
と
慶
鷹
義
塾
大
学
の
名
誉
教
授
で
関
東
学
園
大
学
学
長
の
千
種
義
人
先
生
の
懇
請
に
応
え
て
の
金
子
先
生
の

御
転
身
は
ま
こ
と
に
ス
マ
ー
ト
で
あ
ざ
や
か
で
あ
る
。
先
生
の
御
努
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
関
東
学
園
大
学
の
法
学
部
が
北
関
東
に
お
け
る

法
学
研
究
の
中
心
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
先
生
の
御
指
導
の
下
に
育
っ
た
後
進
の
寄
稿
す
る
こ
の
論
文
集
を
捧
げ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
多
年
の
慶
慮
義
塾
と
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
に
対
す
る
先
生
の
御
貢
献
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

平
成
二
年
九
月
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